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 従来から和牛繁殖経営において低コス

ト化、省力化を図るため放牧の推進がな

されています。一方で、近年増加を続け

る耕作放棄地の有効利用を図り、飼料自

給率を向上させるうえからも、放牧は重

要な技術のひとつです。 

 しかしながら、和牛繁殖経営の多くは

県中北部に偏在し、一般的な放牧期間は

５～１１月に限られています。一部では

温暖な県南部へ牛を移動させることで放

牧期間の延長を図っている地域がありま

すが、牛の移動に多くの労力と経費がか

かることや管理に目が行き届かないことによる牛の事故などにより一般的な普及に

は至っていません。そこで、国のプロジェクト研究で周年放牧の研究が行われ、畜産

研究所でも試験を実施しました。 

 ここでは、イタリアンライグラスを利用した放牧の可能性と実際に利用する場合の

稲ＷＣＳを併用する技術を紹介します。 

   

１１１１．．．．冬期放牧冬期放牧冬期放牧冬期放牧にににに適適適適したしたしたしたイタリアンライグラスイタリアンライグラスイタリアンライグラスイタリアンライグラスはははは中生中生中生中生、、、、晩生晩生晩生晩生 

  年内に一度放牧利用し、春先の再生草

を再び放牧利用するために適した品種の

試験を超極早生～晩生の４品種で行った

結果を図に示しました。 

 棒グラフの下部分が牛が採食した乾物

量で上部分は採食されなかった草の乾物

量です。一番草では超極早生品種が嗜好

性が悪く極端に残食量が多くなりました。

再生草では、草の全体量は、晩生になる

ほど多くなる傾向が見られ、採食量で中

生、晩生が良好で、冬期放牧には中生、

晩生が適していると考えられます。 

 なお一番草、再生草の合計で超極早生
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表　飼料成分と硝酸態窒素 ％、ｐｐｍ

区分 1番草 再生草

品種名 ＤＭ ＣＰ
硝酸態窒
素

ＤＭ ＣＰ 硝酸態窒素

超極早生 19.3 18.1 4535 14.8 16.5 1520
早生 16.2 19.5 3610 17.4 11.0 560
中生 14.8 22.3 6040 14.5 14.6 845
晩生 14.2 19.6 5885 14.8 13.1 770

１番草は１2月と1月の平均、再生草は3月と4月の平均

放牧試験の様子 
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種を除き 100～110kg/ａとなり、維持期の繁殖雌牛がａ当たり延べ 16 頭程度の飼うこ

とができる量にあたります。 

 

２２２２．．．．イタイタイタイタリアンライグラスリアンライグラスリアンライグラスリアンライグラスをををを用用用用いたいたいたいた冬期放牧冬期放牧冬期放牧冬期放牧はははは稲稲稲稲ＷＣＳＷＣＳＷＣＳＷＣＳとのとのとのとの組合組合組合組合せがせがせがせが重要重要重要重要 

 イタリアンライグラスの年内一番草は表に示したようにタンパク質や硝酸態窒素

含量が非常に高くなっています。特に高い硝酸態窒素は牛に中毒症状を示すことから、

採食量を制限するなどの注意が必要です。 

 採食量を制限するためにはイタリアンライグラスに最近生産が急増している稲Ｗ

ＣＳを組合せて放牧することが有効です。 

 稲ＷＣＳはほとんど硝酸態窒素を蓄積しせず、またＣＰ含量も６～８％前後と低い

ため、イタリアンライグラスを組合せることで繁殖和牛の維持期に必要であるＣＰ濃

度への調整が比較的容易で冬期の放牧を安全に、かつ長期間実施することが可能とな

ります。 

 

３３３３．．．．畜産研究所畜産研究所畜産研究所畜産研究所でででで開発開発開発開発したしたしたした放牧放牧放牧放牧モデルモデルモデルモデル 

 イタリアンライグラスと稲ＷＣＳを組み合

わせた放牧モデルを紹介します。稲ＷＣＳを作

付けした水田端に、収穫したＷＣＳロールを置

いておき、そこにイタリアンライグラスを播種

して放牧利用します（上図）。写真１～３は畜

産研究所で試作し用いている稲ＷＣＳの給与

装置です。この装置は、移動式でロールに被せ

て利用します。給与量を制限するために、ふた

ができるようになっています。この様な給与装

置を作製、利用すると単位面積当たりの稲ＷＣ

Ｓの収量とイタリアンライグラスの生産量か

ら計算すると１番草では乾物換算で稲ＷＣＳ

がイタリアンライグラスの２倍程度になり硝

酸態窒素は安全量になると考えます。放牧には、

移動電牧を用いてイタリアンライグラスの採

食量を制限する必要があります。  

    

まとめまとめまとめまとめ 

 イタリアンライグラスを用いた放牧は、硝酸態窒素の問題があり注意が必要ですが、

この草種は非常に発芽勢が良く栽培が容易です。そして、放牧で使い切れない場合は、

春に採草することも可能ですし、一番草のみ放牧し、再生草を採草することもできま

す。今後、放牧利用に適した追肥を中心とする肥培管理法、硝酸態窒素の蓄積しにく

い品種の導入等のデータが蓄積されれば冬期間の放牧延長技術として手軽に利用で
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きるようになると思います。 

 

写真１ 

 

写真２ 

写真３ 

 

 


